
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

ながさき女性活躍アクティブプラン事業【長崎県】

目的・目標

事業の特徴

○ H29.12.31日時点で、女性活躍推進法の行動計画を策定した従業
員300人以下の事業所数は15社のみであり、策定割合は全国平均の
１/3程度に留まっている。

○ 女性の登用状況については、管理職に占める女性の割合は平成
28年度調査で27.9%であり、目標である30%に至っていない。

○ 女性の活躍を一層推進するため、行動計画策定・実行を通じた働
きやすい職場環境づくりや、職域及び地域における指導的地位に占
める女性を増やすための女性人材の育成等が課題となっている。

○ 事業の一部を経済団体に委託することで、他の経済団体や企業
等とのより深い連携を図った。

○ 南北に細長い本県の地理的特性を考慮した上で、県内各地で行
動計画策定に係る説明会・相談会や、女性人材育成のための講座
を実施した。

① 説明会・相談会に約30事業所が参加。そのうち約6割近くが「行動
計画策定を検討」と回答。女性活躍推進法への理解が図られた。

② 女性人材育成の講座に80人が参加。そのうち9割以上が「管理職

になることに前向きになった」と回答。管理職候補者の意識改革が
図られた。

③ イクボス養成セミナーに57人が参加。そのうち9割以上が「経営戦
略としてイクボスは重要」と回答。管理職層の意識改革が図られた。

④ 男女参画・女性活躍フェスタの企画・運営に57人の女性人材が参
画し、ネットワークづくりと活躍する女性の見える化が促進された。

① 中小企業に対して、女性活躍への理解を深め、行動計画策定に
つなげるための地域別説明会・個別相談会への参加事業所数
【目標：60事業所 実績：29事業所】

② 女性社員のキャリア形成等に必要な意識の向上とスキルアップの
ためのミドルマネジメント講座の受講者数
【目標：90人 実績：80人】

③ 企業の管理職が、イクボスの必要性を理解し、イクボス宣言を行う
イクボス養成セミナーの受講者数
【目標：30人 実績：57人】

④ 女性団体や女性起業家等による男女共同参画や女性活躍をテー
マにしたフェスタの企画・運営に参画した女性人材数
【目標：40人 実績：57人】

「ながさき女性活躍推進会議」

長崎県商工会議所連合会、長崎県商工会連合会、長崎県中小企業
団体中央会、長崎県経営者協会、長崎経済同友会、長崎都市経営
戦略推進会議、大学、企業等

① 行動計画の策定につなげていくために、事業所の規模や性質を
考慮した支援策を検討していく必要がある。

② 中小企業等においては長期の研修への職員派遣が困難な場合
等もあり、ニーズに対応できる事業の構築が求められている。

③ 経営者・管理職層に対する女性活躍への理解浸透を推進するた
め、市町と連携した効果的な事業運営が必要である。

④ 男女参画・女性活躍フェスタの実施にあたっては、新たな参画団
体を掘り起こし、ネットワークのさらなる拡大を図る必要がある。



事業の概要

【企業の地域別説明会
・個別相談会】（事業①）

・女性活躍推進法に係る一般

事業主行動計画の策定を促進す

るため、中小企業等向けに、説

明会及び個別相談会を県内２地

域で実施。

【ミドルマネジメント講座・
受講者ネットワーク構築】
（事業②）

・企業の女性管理職候補者等

に対して、県内３地区において、

管理職としての基本的な考え方

や、部下の育成、チームへの関

わり方等、人材育成講座を実施。

【男女共同参画・女性活躍フェスタ】（事業④）

・企業で働く女性、起業家、女性団体などの多様な主

体が協働し、男性の家庭参画や女性の活躍等をテーマ

にしたフェスタを県庁で実施。

【イクボス推進事業】（事業③）

・部下のワーク・ライフ・バランスに大きな影響力を持

つ管理職層に対し、イクボスになるメリットやマネジメント

手法を学び、イクボス宣言を推奨するセミナーを開催。
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